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 「あの子もこの子も地域の宝、一声かけて育てよう」 

青少年育成鳥取県民会議 会長 八村 輝夫

　青少年育成鳥取県民会議ができてから今年で満50年を迎えます。50周年の記念事業としてス

ローガンを募集しました。表題のようなスローガンが選ばれましたが、皆さんから寄せられた

スローガンを見ていて、気がついたことがあります。それは、地域の皆で子ども達を育ててい

こうと皆が意識してきているということです。

　最近、色々の格差が顕在してきて経済力、学力、地域などあらゆる面で格差を意識せざるを

得ません。時代の変化によって家庭が変わりステレオタイプの家庭像では対応できなくなって

います。学校にも色々なタイプの子ども達が混在し、少人数学級になっても先生のご苦労は増

加するばかりということです。地域も老齢化と人口減で力が衰退してきているというのが現状

でしょう。子育ては家庭の役割だという意識から、家庭を含んだ地域が大事な役割を持ってい

るということに皆が気づいてきたのです。

　青少年育成鳥取県民会議は「地域の、おじさん、おばさん」運動をしてきました「大人が変

われば子どももかわる」「家庭の日」運動も進めてきました。しかし、社会の変化に従って、

子ども達の直面する問題が多方面にわたり行政だけや学校だけでは対処できなくなってきてい

ます。日々の食事にも苦労する子ども達、引きこもる子ども達、対人交流の苦手な子どもも増

加してきました。「子ども食堂」も経済的な理由だけではなく子ども達の集まるところになっ

てきています。フリースクールも必要です。

　地域の子ども達が必要としているものは、子どもごとに、地域、地域で違うのでしょう。そ

れだけ皆で周りの子ども達を観察して、積極的に関心を持ち、関与していくことが必要だと思

うのです。背中を見せることだけではなく、もっと積極的に子ども達に接触しなければならな

いと思うのです。

「あの子もこの子も地域の宝、一声かけて育てよう」 
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種子 汐里 仁科 凜花 舛谷 祈星 伊澤 星良

津村 芽玖 森田 拓斗 仁科 愛花 松本 心都

沼田 有貴 和香 米原 真菜 吉田 楓花

森田 さや香 銀羽 紫紀 片山 実咲 岩垣 このは

弥笑 森田 遥斗 河崎 百花

新田 来造 
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